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マンモグラフィと乳房超音波併用の

乳がん検診について   
検診で見つかりにくいタイプの乳がんについて 

乳房には、脂肪が多いタイプと乳腺組織が多いタイプがあります。 

乳腺組織が多い高濃度乳房では、マンモグラフィで乳腺も乳がんも白く写るため、乳がんが

見つかりにくくなることがあります。なお、高濃度乳房は病気ではなく、乳房の「個性」の

ひとつです。このようなマンモグラフィの弱点を補うために、マンモグラフィと乳房超音波

検査（乳腺エコー）を併用することの有効性について、大規模な臨床研究が行われています。 

マンモグラフィと乳房超音波を併用する利点と問題点 

① 早期乳がんを見つけやすくなる可能性があります 

マンモグラフィと乳房超音波検査を併用すると、マンモグラフィ単独と比較して、早期

乳がんを発見できる可能性が高くなることが報告されています。特に、高濃度乳房の方

では、この利点が期待されています。 

②  精密検査が増える可能性があります 

一方で、併用検診では、実際には乳がんではないにもかかわらず「精密検査が必要」と

判定される方が増える傾向があります。その結果、追加検査による身体的・精神的負担、

医療費の増加、必ずしも治療を必要としない病変に対する過剰診断・過剰治療などの問

題が生じる可能性があります。 

③ 乳がんによる死亡率を低下させるかは明らかではありません 

現時点では、マンモグラフィと乳房超音波検査の併用によって、乳がんによる死亡率が

いっそう低下するかどうかについては、まだ十分な科学的証拠が得られていません。 

④ 公費による乳がん検診では標準的な方法ではありません 

このため公的な乳がん検診では、マンモグラフィと乳房超音波検査の同時併用は標準的

な検診方法として推奨されていません。 

ただし、任意検診や一部の自治体では併用検診が実施されています。 

⑤  日本乳癌学会の見解 

日本乳癌学会「乳癌診療ガイドライン」では、2022年版から、マンモグラフィと乳房超

音波検査の併用について、 

「適切な精度管理のもとで行われるのであれば、実施することを弱く推奨する」とされてい

ます。これは、従来の「実施しないことを弱く推奨する」という推奨から一歩踏み込んだも

のです。 

 

併用検診は有用である可能性があるものの、現在も研究進行中の検査方法です 

併用検診には利点と欠点、問題点があることをご理解ください 


